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によって選択することが認められる場合もあ
る。いわゆるハーフの距離である。前掲のト
ライアル競技などでは完走自体が極めて困難
なコースを設定しており，走破に費やされる
時間は問われない。指定されたポイントを如
何に正確に通過することができるかという技
量が勝敗を分ける。このように特殊な自転車
種目を除外すれば，舗装された道路をコース
とする通常の自転車競技会は，充分な安全性
を担保された生涯スポーツである。
　そのうえ自転車というスポーツの性質上，
競技の中心が移動することそのものであるた
め次のような利点が発生する。それは今日の
大学教育・研究機関に求められている「ロー
カリズム」と「グローバリズム」という一見
あい反する両極端な目標の双方に答えること
ができる好適な素材だという事実にある。具
体的には次のような視点が自転車には存在す
る。「ローカリズム（地域性）」の面では，こ
のスポーツが自転車走行のためのコースとし
て設定された地元や地域社会への関心を深め
る契機となる点である。当該土地への愛着が
芽生えるモーメント・縁（えにし）の種子
が，自転車走行という行為から誕生するので
ある。自らの足元を大切に思い，日常生活の
舞台をより良くし，郷土の未来に対して責任
をもって活動しようとする人々の姿がそこか
ら生まれる。
　一方，「グローバリズム（国際性）」に関し
ては多言を要しないであろう。自転車という
世界的な交通手段は，とりわけヨーロッパ大
陸において大きな存在感を発揮している。わ
が国における「自転車専用道」整備の現況を
欧州諸国のそれと比較した場合，当方の後進
性が露呈してしまう。しかし石狩平野は広大
な平地である。その平野部には急勾配の坂道
はなく，平坦といってよいほど穏やかな道路
が続いている。つまり万人が自転車を活用す
ることのできる基本的な条件が満たされてい
るのである。札幌・江別・石狩地方での「自
転車専用道」ないし ｢自転車専用レーン｣ の
整備が熱望される。あるいは歩行者と自転車
のための安全な道路「自転車及び歩行者専用
道路（自転車歩行者道）」の延伸が望まれる。
　元来スポーツという行為には，世界に広げ
るという性格が内在している。競技種目自体
もそうであるし，それを支える基盤(スポー
ツ施設・運営組織・経済活動・社会的ニーズ
などの文化性)についても，いずれは世界へ
発信することのできる普遍的なつながりを
もった媒体なのである。
２．自転車をとりまく本年度の動き
　平成23年という年は日本国内における自転
車のあり方にとって，従来には見られない大
きな変化を来たした歴史に残る１年間であっ
た。その内容を大別すると「自転車への新た
な期待」と，その逆に「自転車に関しての反
省」であった。以下に順を追って各項目ごと
に詳述していく。
　第一は2011年３月11日金曜日午後２時46分
に発生した東日本大震災の影響が多大であっ
た。被災直後の各地ではガソリンを入手する
ことが不自由な状態であったため，自動車や
オートバイが残されていたとしても燃料補給
の点から不安を招いた。この点，自転車は化
石燃料を必要としないので人の健全な身体さ
えあれば，安心して継続的に使用することが
できる長所が見直された。
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　震災当日，東京などの都心では帰宅困難者
が大量に生じた。数時間を費やし深夜までか
かって徒歩で自宅をめざす人々の実情が報道
された。この結果，東日本では勿論であった
が西日本でも都市部を中心にして自転車通勤
を始めた社会人たちが現れる。このような客
層を意識して自転車通勤に適したビジネスマ
ン用リュックサックが開発・市販されだした。
都市交通の一部を担うエコロジカルな自転車
という手段が内に秘める可能性は，一般に認
識されている以上に大きなものであった。こ
れが「自転車への新たな期待」である。
　第二は，震災とは別に以前からも社会問題
化していた。歩道内で自転車利用者が続けて
きた危険運転の禁止を，本格的に徹底しよう
と動き出したことである。警察によって厳し
い取り締まりもはじめられた1）。自転車は軽
車両という車に含まれる。車両である以上，
歩道ではなく車道を通行すべきである。歩道
は歩行者のため特別に設けられた空間である
ので，車両が進入することは許されない。自
転車が歩道を走行することは，例外として認
められた一時的な仮の処置に過ぎない。それ
にも関わらずその背景を理解することなく，
自転車といえども人命を奪ってしまうという
危険な乗り方が近年，歩道の中で続けられて
きた。猛省が望まれる。2011年は，このこと
が改めて強調された年であった。以上が「自
転車に関しての反省」である。
　その他の報道で自転車に関するものとして
は，自転車シェアの話題があった。これは江
別市の中央に位置する「野幌駅」の橋上化工
事が2011年の秋に竣工することを契機とし
て，自転車利用者の動きを新しい方向に歩み
出せないかという提案であった2）。鉄道高架
橋の下をシェア用の自転車置き場としても活
用したいとする考えのようである。
　これとよく似た動きが札幌市内でも見られ
た。民間の働きかけで多数の会員が，一定の
自転車を借りあって市内で利用する試みであ
る3）。定住人口や昼間人口が集積している都
市部ならびに商業地区では，効果が大きいで
あろう。また新年に入ってからは，札幌の都
心での自転車道整備を市民が希望していると
いう調査結果が新聞報道された4）。札幌の大
通公園よりも南側に位置する通称「三越前」
の東西方向に延びる道路「南１条通」の再開
発に関する市民の意向である。
　全国的に見渡しても，この１年間は各種の
場面で自転車の普及を進める情報が目につい
た。その最たる番組のひとつがＮＨＫの「こ
ころ旅」であろう5）。俳優の火野正平氏が自
転車で全国を旅する企画である。この放送時
間帯は平日の午前７時45分からと，午後７時
からの１日朝夕２回である。
　同じくNHKの教育テレビにおいて「自転
車で旅をしよう」が，2011年３月28日から同
年5月30日まで放送された。この番組は輪行
（りんこう）と呼ばれる旅行の方法を教える
内容であった。輪行とは自転車を専用のバッ
グである輪行袋に入れて，鉄道や乗り合いバ
スなどの公共交通機関に乗車して旅するもの
である。なお自転車が本来走行すべき道路は
歩道ではないという点についても，「堂々と
車道を走る」として章を割いている6）。
　別のねらいから幼い子供たちに自転車の運
行方法を習得させる要点をまとめた記事も掲
載された7）。５月を迎えて「こどもの日」も
過ぎ，よい気候の到来にあわせて子供たちが
自転車の練習をし始める。その際に補助輪を
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つけなくても乗れるようになるためのコツと
して，親が自転車のペダルを一時的に取り外
してやり，自転車のひきまわしを会得させる
ことの重要性をリポートしている記事である。
３．江別サイクリングクラブの設立と
歴史
　自転車にとって様々な出来事があった本年
度に，江別サイクリングクラブは設立20周年
目を迎えた。正確には21年目に当たる。本章
で同サイクリングクラブが設立された経緯を
記しておく。以下は現在，同クラブの上位組
織である札幌サイクリング協会の会長を務め
る金田一夫氏からのヒアリングと，同クラブ
設立当初に事務局長を担当した石垣秀人氏か
らの御教示を総合した内容である。
　江別サイクリングクラブの設立には，前史
が存在したようである。それは昭和63年から
｢石狩平野ちょっとサイク｣ と名づけられた
市民参加のサイクリング大会が開催されたこ
とに起因している。この大会は江別市，当別
町，新篠津村および南幌町に勤務する自治体
職員の若手有志メンバーたちが主催者となっ
て実施していた。そのねらいとするところは
地元の活性化であり，地域おこしのためのイ
ベントであった。
　実行委員会のメンバーは各市町村からの４
ないし５名程度で，総勢でも20名前後であっ
た。しかし１回目から参加者数が258名にも
上っている。最大の参加者を数えた年には
800名を超える時期があった。このように多
数の参加者が70㎞に及ぶ公道を走破する大会
を運営するのに20名だけでは到底，不可能で
ある。
　当日の重要な仕事は走行指導である。参加
者を30名ずつのグループとする。これらの班
だけでも30近くに及ぶ。各チームに走行指導
者（リーダー）が２名ずつ配置され，30名の
うちの先頭と最後尾につく。したがってリー
ダーだけでも60名ほどが必要となるのだが，
江別・当別側ではその半分の30名程度しかメ
ンバーが揃わない。このため札幌サイクリン
グ協会へ応援を頼むこととなった。
　「石狩平野ちょっとサイク」を開催し終了
した後，反省会の席上で「今後は指導者が必
要になる｣ という意見が出される。早速この
要望にこたえる形で，札幌サイクリング協会
に対して「サイクリング２級リーダー養成講
習会」の開催を依頼した。平成２年の春に，
指導者講習会という形で研修会をもつことが
できたのである。受講者は江別など４市町村
の職員や体育指導員ほかの数十名。講師は札
幌サイクリング協会から３名が派遣され，同
協会の現会長である金田氏は当日の講習会受
付を係として担当されたという。会場は江別
市民体育館２階奥の「会議室」であった。
　この講習会を受講してサイクリングの指導
者となった者の中から「江別サイクリングク
ラブ」を結成しようという発言が出される。
正式な設立総会は平成２年（1990年）６月20
日，会場は江別市民会館であった8）。初代会
長には河村幹雄氏が就任した。
　その後，このクラブは実に数多くの催しも
のを企画し開催してきた。江別，当別，新篠津，
南幌，栗山，長沼，由仁，栗沢，北広島，恵
庭，札幌，美唄，美瑛，支笏湖，洞爺湖，羊
蹄山（ニセコ，倶知安，真狩，留寿都），夕張，
室蘭，余市，積丹，厚田，豊富，稚内，利尻，
天売，焼尻，根室など大半の北海道各地を自
転車で訪ねてきた。それだけでなく東北横断
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サイクリングをも実施してきた9）。
４．クラブ20年目の活動
　これから後の紙面を用いて本年度に江別サ
イクリングクラブが実施した活動内容を報告
したい。例年のことであるが新年度が始まる
春季には「愛車整備研修会」を開いている。
ほぼ半年間という長い冬季間，路面から遠ざ
けられていた各人の自転車を持ち寄って整備
するのである。ここではパンクの際に手早く
正確にチューブ交換をし終えるための説明を
受けることもできる。この整備研修会は平成
23年４月10日（日）の午前10時から白樺通り
に面した金田商会の店舗と自動車整備工場の
両方を使って開催された。
　月が改まった５月８日の日曜日に本年初め
てサイクリングを実施した。グループを編成
し集団としてのチームで公道を走行する行事
は，この日が当クラブとしては最初である。
午前９時に金田商会へ集合し，江別市内から
北広島市の総合体育館まで移動する。そこで
札幌サイクリング協会のメンバーと合流し，
家族連れや年齢が幼い参加者などとも（写真
−１参照）一緒に開会式を開いた。その後に
順次，集団で出発。走行するコースは ｢エル
フィンロード」として整備されている自転車
と歩行者兼用の専用道を札幌市内に向けて北
上するものである。このエルフィンロード
は，かつての国鉄千歳線を現在の路線へ敷設
し直した際に生まれた跡地を利用した道路で
ある。現千歳線よりも西側を並行して南北に
延びている。この日の集いの名称は「お花見
サイクリング」であった。エルフィンロード
は札幌市内に入って「白石サイクリングロー
ド」と呼ばれる。この日，札幌サイクリング
協会のメンバーを中心とする全体の参加者と
は，札幌市白石区南郷通８南１の万生公園で
別れた。解散後，江別のクラブメンバーは揃っ
て自走し，厚別通りを経て三番通りから江別
市内の大麻へと至る。
　翌週５月15日（日）朝９時30分，金田商会
集合。この日は「足慣らしサイクリング」と
称して江別サイクリングクラブだけの会で
あった。江別から少し南下して東進する。南
幌温泉や晩翠工業団地をかすめて南幌町の中
心街に至る。帰路は北上して江別市の中心市
街地よりも北側へ出る。ここでクラブ会員そ
ろって昼食をとり，そののち解散。
　翌月の６月12日（月）はセンチュリーラン
札幌大会の当日である（写真−２参照）。担
当業務は，歩哨（ほしょう）。参加競技者が
コースを誤ることなく，交通法規を遵守して
安全に完走できるようにサポートする案内役
であった。スタート地点とゴール地点を兼ね
ている江別市西野幌の北海道立野幌総合運動
公園に６時45分集合。江別の会員のみならず，
札幌サイクリング協会のメンバーも遠路にか
かわらず顔をそろえる。
　江別サイクリングクラブ設立20周年記念行
事のひとつが，６月25日（土）の夜明けとと
もに江別市（野幌駅，写真−３参照）を出発
して函館市まで交替でリレーをしながら自転
車走行を続けていく（写真４〜６参照）とい
う企画であった。その日は函館市内に宿泊し
て，翌26日（日）に全員で帰江するというも
のであった。片道の総距離を280㎞と概算で
見積もっていた。しかし実際に走行してみた
結果，286㎞であった。計画していた所要時
間よりも１時間ほど早く到着することができ
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た。この全行程の結果をクラブ理事の工藤淳
二氏が一覧表にまとめてくださった。表−１
として掲げる。
　８月６日（土）と翌７日（日）はオホーツ
ク海に面した紋別市の海岸線から旧鴻之舞金
山までの坂道を往復するコース（写真−７お
よび図−１参照）であった。このコースの復
路に写真−８として掲げる旧・上藻別駅逓が
ある。この建物は大正15年から昭和23年まで
駅逓施設として使用されていた。現在は国登
録の有形文化財として文化庁へ登録されてい
る。この歴史的建造物が，今回の第49回全道
サイクリング大会inオホーツク紋別におけ
る給水所として設定されたため，すべての参
加者が強制的に停車させられた。地元の方々
としては参加者たちに是非とも見てもらいた
い地域の資源だという強い思いを感じた。
　同じく８月23日（火）には江別サイクリン
グクラブ独自の羊蹄一周サイクリング（写真
−９参照）を実施している。この翌月の9月
をも含めて羊蹄山の附近や周囲一帯へは幾度
も，クラブとしてサイクリングに出かけた。
　８月28日（日）は再び北海道立野幌総合運
動公園を会場として，視覚障がい者の方々に
自転車を楽しみながら体験していただく「秋
のタンデムサイクリング大会　江別」が開催
された。この行事は北海道障害者スポーツ振
興協会との関係で毎年１回，当クラブが支援
しているものである。タンデム（串刺し）と
は２人乗り自転車の一般的な形状で，前後に
２名の人が乗車することのできるスタイルの
自転車である。視覚に障がいのある方々を後
部座席に乗せて，公園内を安全に走行するも
のである。前部座席に乗って自転車を運転す
るパイロットを，札幌サイクリング協会と江
別サイクリングクラブのメンバーが協力して
担当している。この試みは20年以上も継続さ
れている。目の不自由な方々が自動車に乗せ
てもらう経験は日常生活の中で多々あろう
が，２輪車である自転車の後部座席に乗車す
る体験は数少ない。毎年楽しみにしておられ
る方々がいると聞く。前年にタンデムを経験
済みの方であっても１年ぶりであるため，そ
の日の朝はじめての乗車時には会場の広場内
でパイロットと共に軽い走行をして慣れる必
要がある。そのようすを写真−10に示す。
　例年，納会サイクリングは10月である。本
年度の場合は10月16日（日）を予定していた。
曇天の空模様の中，９時に集合場所へ向かう。
途中から土砂降りとなってしまい，ずぶぬれ
の状態で到着。中止を宣言された。残念ながら，
このようにして本年度の江別サイクリングク
ラブの屋外での走行活動は終了している。
５．む す び
　本稿において江別サイクリングクラブの活
動実態の一部を報告した。この団体は今後と
も活発な活動を継続していく計画である。生
涯スポーツ，生涯学習の対象として多くの
人々が自転車に一層の楽しみを見出すことが
できるような働きかけを担いたいものであ
る。
　自転車が好適な生涯スポーツ種目であると
いう実例を，江別サイクリングクラブ会員の
１名から御自身の体験談として聞くことがで
きた。その方は，かつて北海道庁に勤務して
水産資源の加工などを指導する専門官であっ
た。退職後，体力が衰えるだけでなく循環器
系統の疾病までもが明らかとなる。何らかの
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写真−１　北広島総合体育館からエルフィンロー
ドへ出発前
写真−２　野幌でのセンチュリーラン札幌大会の
受付業務
写真−３　20周年記念の函館リレーサイクリン
グ出発の朝
写真−４　前区と交代して中山峠へ登る区間担当
の３走者
写真−５　喜茂別から蘭越に向かい快走し始めて
間もなく
写真−６　羊蹄山麓を背景にしてメンバー全員で
撮影する
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表−１　20周年記念函館リレーサイクリング記録表
図−１　全道サイクリング大会in紋別コース略図
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運動をする手立てを講じなくてはならなく
なった時に，最も身近なスポーツとして自転
車があることに気付かされる。実は自転車と
いう乗り物は，現役時代にあっては役所の「公
用車」であったという。自分にとって自転車
は若き日々からずっと親しんできた存在で
あったことがよみがえる。そのように明るい
気持ちになった時に，ちょうど江別には自転
車をともに楽しむ人々のグループがあった。
この会員は現在高齢ではあるものの江別サイ
クリングクラブ主催の走る会は勿論，他の参
加者を裏方で支える業務などについても，ほ
ぼ出席されている。函館へも走者として参加
なさった。生涯スポーツの実践者として見習
いたい存在である。
　最後につたないながら韻文をもって，江別
サイクリングクラブの活動を簡明に記してお
きたいと考える。
羊蹄に
　男ありけり
　　ただ走る
　自転車に汗
　　只ただ走る
羊蹄を
　巡る道路の
　　右端に
　子らが並びて
　　ラフティング往く
救命衣
　色とりどりに
　　子らが着る
　ニセコの川を
　　われら見て過ぎ
秋晴れの
　競技を終えた
　　山すそに
　日かげ涼しき
　　ぶどう棚かな
自転車と
　着替えをすませ
　　立ち寄りし
　仲間と集う
　　ぶどう刈りなり
豪州の
　スキーヤー来る
　　ニセコまち
　夏の季節は
　　われらサイクル
南では
　オーストラリア
　　冬スキー
　こちら林道
　　盛夏すずかぜ
スキーにて
　その名しられる
　　ニセコの地
　シーズンオフを
　　シクルで巡る
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写真−７　全道サイクリング大会in紋別のスター
トに集合
写真−８　紋別のコース内で給水所とされた旧上
藻別駅逓　
写真−10　セラミックアートセンター前でタン
デム車を走行
江別より
　サイクリストが
　　集いつつ
　異人別荘
　　自転車翔（か）ける
えぞ富士と
　呼びしこの峰
　　すがすがし
　駿河の富士と
　　見まごう姿態（かたち）
ふるさとの
　富士の名にこそ
　　ふさわしや
　広いすそ野に
　　独立の峰（みね）
この一歳（ひとせ）
　いくど羊蹄
　　あおぎ見し
　はる　なつ　あきと
　　姿かわれど
写真−９　羊蹄一周サイクリングに参加する出発
前のメンバー
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から多大なる指導とお力添えを賜った。まず
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リングクラブの工藤淳二理事がして下さった
ものとお聞きしている。なお工藤氏からは４
月10日の愛車整備研修会の席上以来，折に触
れて技術的なご指導をいただいている。さら
に生涯スポーツとしての自転車走行への思い
をお聞かせ下さった方々は少なくない。長崎
和夫会計，後留吉会員，斉藤信吾監査，川口
一哉会員，松田幸良理事ほかである。とりわ
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１）「自転車の車道通行徹底　子供や高齢者
の場合，事故になる可能性も　「柔軟に対
応を」半数超す　目立つ「雪道は危険」」
北海道新聞社。『北海道新聞』北海道新聞社，
2012(平成24年) １月７日
２）「通勤通学で自転車シェア　市長，野幌
での研究表明」北海道新聞社。『北海道新聞』
北海道新聞社，2011年(平成23年) ５月３
日
３）「札幌の自転車共同利用　来月始動　「ポ
ロクル」使って　地下空間でイベント」北
海道新聞社。『北海道新聞』北海道新聞社，
2011年(平成23年) ５月29日
４）「地下通路は賛否拮抗　自転車道求める
声多く　市電敷設には慎重」北海道新聞社。
『北海道新聞』北海道新聞社，2012年(平成
24年) １月20日
５）「視聴者公募の風景を／火野が自転車で
訪問／ＮＨＫ「こころ旅」」大野日出明。『北
海道新聞』北海道新聞社，2011年(平成23年)
５月17日
６）『自転車で旅をしよう』講師　栗村修，
ＮＨＫ出版，2011年(平成23年) ５月３日，
PP.44−45
７）「子どもの自転車上達法は　ペダル外し
バランス練習　交通ルールも教えて」北海
道新聞社。『北海道新聞』北海道新聞社，
2011年(平成23年) ５月15日
８）「風を切ってみませんか　「江別サイクリ
ングクラブ」発足　市内発，新会員を」北
海道新聞社。『北海道新聞』北海道新聞社，
1990年(平成2年) ６月23日
９）江別サイクリングクラブ20周年記念誌編
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集委員会：編集『風さわやか20年のあゆみ
　創立20年記念誌　（江別サイクリングク
ラブ20周年記念誌）』江別サイクリングク
ラブ事務局，2011年（平成23年）12月20日，
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